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號

一
醐
六

事へ

｣
鷺
父
島
・
輿
瓜
醐
、
…
二
十
｝
篇
串
薄
壕
げ
慶
㎜
關
係
の
も
の
・
ゲ
　
…
懸
鯛
韻
／
健
し
た
い
◇

　
　
剛
、
波
斯
職
役
の
煙
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
賑
…
　
園

　
こ
の
論
交
は
波
「
斯
隅
戦
役
に
關
…
す
る
…
単
な
る
毒
｛
貫
の
叙
匙
で
は
な
い
、
儲
西
洋

褒
上
に
於
げ
る
最
初
の
東
西
毘
族
の
衝
煮
た
る
波
斯
戦
役
の
も
つ
特
異
性

略
ゲ
㎞
、
・
薫
と
一
二
」
ヘ
ロ
ド
・
ト
ツ
、
を
哺
南
丁
ム
㍗
レ
〕
し
r
、
、
新
入
偏
ド
一
義
肝
脚
糧
．
つ
“
り
ら
｝
混
た
も

の
で
あ
る
．

　
幾
多
の
問
懸
を
認
む
認
諾
の
「
、
ス
キ
タ
イ
蓮
征
」
は
、
小
聡
細
亜
海
辮
地
方

に
海
佐
せ
る
心
事
…
入
が
熔
融
方
、
面
の
商
利
を
確
保
せ
ん
が
爲
に
激
ん
打
さ
し
た

も
の
で
、
之
に
よ
っ
て
ト
ラ
キ
ヤ
・
マ
ケ
ド
轟
や
方
畷
に
話
出
し
て
希
蕨
の

北
部
を
郷
へ
、
波
Ψ
期
の
「
、
リ
ビ
ヤ
遠
征
扁
プ
ホ
イ
ニ
ヤ
や
入
を
中
心
勢
力
と

し
て
、
こ
の
方
麟
の
希
聴
入
を
購
駕
し
て
希
戯
を
南
方
か
ら
包
注
し
た
も
の

で
、
南
北
か
ら
の
包
園
策
が
ゆ
塑
城
し
た
時
、
残
る
…
問
題
は
中
央
突
破
が
考
へ

ら
れ
る
．
、
茅
ト
れ
が
ナ
ク
ソ
ソ
、
頴
癒
征
で
あ
る
、
、
ミ
レ
ト
ス
の
ア
リ
ス
タ
ゴ
ラ
ス

は
ナ
ク
ソ
ス
蹴
斌
観
の
張
木
ん
で
あ
る
が
、
實
は
こ
れ
か
灘
以
鞘
口
に
盗
癖
州
か
ら
の

若
立
を
希
求
し
た
も
の
で
、
こ
の
遠
鉦
に
炎
敗
す
る
や
彼
は
野
心
の
暴
露
を

恐
れ
、
遜
に
イ
オ
ニ
ヤ
の
叛
鑑
を
趨
す
に
歪
つ
た
と
い
ふ
極
…
め
て
微
妙
な
る

内
的
原
困
を
明
快
に
棚
越
せ
ら
れ
、
波
胸
懸
猟
載
役
の
蕉
に
趨
る
べ
き
前
目
の
火

局
を
か
く
も
常
吉
に
摺
薄
し
た
も
の
は
未
だ
営
っ
て
な
き
瞬
．
で
、
本
論
文
の

・
王
繰
と
な
る
べ
・
’
ざ
所
で
あ
る
（
七
一
九
蟹
）
っ

　
次
い
で
ア
テ
ネ
は
求
援
に
懸
じ
て
ミ
レ
ト
ス
を
助
け
た
。
然
し
そ
れ
は
小

亜
細
亜
の
同
胞
を
助
げ
ん
と
し
た
意
昧
含
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
テ
ナ
イ
内

部
に
於
け
る
蕪
派
鋤
立
の
結
果
で
あ
る
と
し
、
「
ア
テ
ナ
イ
の
甥
波
斯
政
策
は

内
心
と
共
に
支
配
さ
れ
常
に
浮
動
的
で
あ
っ
た
旋
、
黒
黒
鵬
頁
、
）
の
で
、
誘
・
…
獄

を
遙
じ
て
鷺
へ
険
政
調
な
ど
は
勿
論
な
く
、
希
瞭
存
亡
の
彪
縷
に
際
し
て
亀
．

そ
の
充
．
分
な
る
認
織
を
持
っ
て
る
な
か
っ
た
、
、

　
從
r
つ
て
偏
汲
無
購
㎜
役
が
後
入
．
の
…
蕎
ふ
が
’
難
シ
。
希
麟
回
議
の
障
へ
旋
愛
・
羅
國
四
愛
の

糖
穂
か
ら
職
は
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
は
甚
だ
し
く
疑
悶
で
あ
る
と

し
、
希
訴
人
饗
蟹
入
の
面
立
感
か
ら
希
論
人
の
優
越
感
が
生
れ
る
の
は
、
や

っ
と
サ
ラ
、
・
・
ス
の
海
戦
に
決
定
的
勝
利
を
得
〆
島
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
．
、

　
へ
μ
ド
P
・
卜
7
ハ
の
珊
ゆ
想
“
ゲ
…
抽
煽
つ
入
」
も
止
り
酌
一
”
｝
の
臨
瞥
見
の
愚
焦
燥
繁
」
↓
め
る
ら
、
斡
臥
に

ア
テ
ナ
イ
が
希
顧
入
の
自
由
を
擁
翻
し
、
希
糠
の
救
主
で
あ
っ
た
と
傳
へ
ら

れ
た
と
し
て
も
（
く
憲
。
蕊
¢
）
、
そ
れ
は
そ
の
暁
代
の
信
念
を
語
っ
て
み
る
の

で
あ
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
が
最
初
か
ら
醸
國
の
た
め
に
戦
は
ん
と
し
た
も
の
で

。
は
な
い
と
て
ハ
五
十
老
｝
百
C
、
況
布
締
至
人
の
隔
職
…
醐
磯
へ
芯
・
蝿
挨
癌
悪
辮
…
の
敏
加
川
を
遺

憾
な
く
論
鋤
さ
れ
て
る
る
．

　
　
二
、
第
欄
回
日
英
二
二
の
成
立
と
ド
イ
ツ
轄
國
　
時
野
谷
常
ヨ
郎

　
本
論
交
は
藻
國
同
盟
締
結
後
の
ド
イ
ツ
の
勤
英
政
策
の
破
綻
か
ら
臼
英
同

盟
の
締
盟
と
な
る
外
交
上
の
攣
動
を
極
め
て
精
細
に
論
述
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
っ

　
日
英
岡
盟
の
聴
質
と
は
、
清
縞
織
國
に
於
け
る
政
治
的
継
濟
的
利
器
を
維

持
し
、
清
國
に
於
け
る
憶
説
の
純
濟
漁
労
襟
…
を
擁
護
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、

傭
故
に
英
國
は
多
年
の
H
雪
。
。
3
幕
亀
毯
膏
・
ゲ
藁
て
、
東
亜
の
嫉
本
と
相

結
ば
ん
と
す
る
に
灘
つ
た
か
．
．

、
ど
ス
マ
ル
ク
は
フ
ラ
ン
ス
の
一
復
縫
博
に
備
へ
る
輝
嫡
に
珊
國
冨
同
盟
を
薦
ん
だ

が
更
に
払
秘
の
鵜
摘
化
頭
ゲ
「
計
る
画
一
、
　
耐
八
八
七
か
牛
英
晶
桝
N
相
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
に
曲
門

ひ
、
英
開
心
と
の
涌
…
盟
繍
…
力
に
挨
つ
べ
き
必
要
の
多
大
な
る
こ
と
を
串
込
ん
だ

s一硲（



が
英
鳶
梢
…
の
返
答
は
「
逃
避
二
八
絶
」
で
あ
っ
た
（
隅
頁
一
、

　
レ
よ
つ
匠
㍉
ビ
ソ
ハ
マ
ル
ク
僻
餅
任
後
の
室
・
粗
ホ
…
ヘ
ン
ロ
ー
エ
降
略
激
糊
剛
な
・
ん
露
磁
岬

洞
瞬
鮎
に
近
づ
き
、
そ
の
醐
際
的
地
位
を
安
固
に
す
る
た
め
臨
益
し
た
の
が
三

國
モ
渉
で
あ
る
．
、
ド
イ
ツ
外
耀
フ
ォ
ン
・
マ
…
シ
ヤ
ル
は
ド
イ
ツ
代
理
大
使

を
し
て
露
の
外
相
に
陶
っ
て
、
「
聴
本
が
羅
に
か
く
し
て
朝
鮮
の
爆
鳴
を
擁
護

す
る
を
標
栃
し
て
籏
順
口
並
に
そ
の
背
地
を
請
求
す
る
は
危
瞼
で
あ
る
。
か

」
る
見
地
に
從
へ
ば
、
譲
額
口
は
繁
二
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
と
化
し
、
H
本
は

渤
海
灘
の
支
劇
物
と
な
り
、
事
實
こ
れ
に
依
っ
て
支
那
を
土
穂
の
保
護
領
化

す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
＼
る
法
外
な
要
求
こ
そ
、
そ
の
繍
果
欧
洲
の
年
和

を
脅
す
に
盃
る
で
あ
ら
う
故
、
心
剛
を
以
て
こ
れ
を
眺
め
ざ
る
を
鴛
な
い
」

云
々
と
進
下
し
て
（
九
頁
）
、
謙
虚
に
干
渉
を
す
」
め
、
ド
イ
ツ
自
ら
そ
の
闘

に
投
じ
て
利
権
獲
得
の
均
衛
を
計
り
、
濡
極
的
に
は
霞
の
勢
力
を
棄
洋
に
陶

け
て
、
三
國
団
盟
の
勢
力
の
維
持
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
．
我
が
國
は
萬
魁
の

渓
を
呑
ん
で
蓬
東
牟
島
を
拠
棄
し
た
が
、
μ
シ
ヤ
は
虎
硯
眈
々
清
鑑
の
猫
立

を
危
く
し
、
我
が
…
甲
防
第
一
舳
線
に
隔
る
に
棄
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
㌃

　
こ
の
疇
に
漁
り
「
必
要
な
る
軍
備
を
諾
す
べ
き
は
勿
論
、
糾
成
は
今
に
遣
む

　
む
　
つ
　
む
　
　
　
む
　
む

て
英
幽
に
結
托
し
他
謎
其
助
力
を
得
候
様
に
致
し
羅
度
も
の
と
潮
候
」
と
て

繊
英
岡
麓
を
初
め
て
公
に
読
い
た
の
は
館
移
駐
翻
硝
毒
獄
特
金
．
全
縷
…
公
使
で
あ
り

ρ
三
十
九
頁
）
、
林
董
駐
英
公
使
等
で
あ
る
。
か
く
て
我
が
闘
…
で
は
…
灘
隅
干
渉

後
、
日
英
岡
盟
締
結
の
氣
蓮
が
急
激
に
昂
め
ら
れ
つ
k
あ
っ
た
〇

　
一
方
英
國
で
は
、
彗
溝
・
北
溝
の
爾
職
役
後
蓬
次
昂
溌
…
し
來
る
支
那
方
、
面

へ
の
蕪
…
の
蹴
出
一
に
多
大
の
不
安
を
感
じ
、
剰
へ
酪
距
の
構
額
面
戴
心
を
告
ぐ
る

も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
際
、
多
年
の
「
光
榮
の
孤
立
、
」
を
簗
て
＼
購
盟

依
｛
仔
の
氣
が
動
い
た
、
さ
て
こ
そ
｝
九
〇
　
年
鍛
降
英
縣
獄
艶
態
4
2
議
…
繭
俄
然

と
し
て
鐵
黙
し
、
ド
イ
ヅ
は
英
國
の
三
國
岡
盟
へ
の
加
入
を
職
漁
し
た
C
然

し
英
外
嬢
ラ
ソ
フ
急
ダ
ウ
ン
の
考
欝
せ
る
簡
盟
は
輩
な
る
英
濁
協
定
に
あ
ら
ず

し
て
購
・
英
・
鶴
三
國
協
楚
で
あ
っ
た
ヘ
コ
十
二
…
．
三
頁
）
。
英
の
殊
に
切
墓

し
た
の
は
問
題
が
東
亜
に
存
す
る
蝋
上
荻
興
臨
本
を
附
盟
に
ひ
き
入
れ
る
こ

と
で
あ
っ
た
（
鷺
宮
、
二
十
一
∵
∴
…
一
頁
滅

　
然
る
に
ド
イ
ツ
側
で
は
日
本
の
蒲
入
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
の

…劉

�
ｴ
情
が
三
國
干
渉
以
獲
乗
だ
燦
欽
い
た
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
炬
且
つ
、
英
…
隅
と
し
て
は
淵
瀬
夢
殿
の
一
員
で
は
あ
る
が
、
畏
族
問
題
か

％
ら
浸
落
に
瀕
し
て
み
る
換
幽
の
爲
に
、
そ
の
責
難
を
負
…
囎
す
る
こ
と
を
恐
れ
、

伊
太
利
と
の
提
携
も
亦
モ
窟
ッ
コ
・
馳
串
海
問
題
で
佛
や
画
と
癒
呈
す
る
恐

れ
が
あ
っ
て
何
れ
も
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
結
…
島
、
英
國
の
三
國
問
顯
加

入
は
、
英
の
撞
屈
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
　
一
九
〇
…
年
の
暮
蒙
で
に
雲
散
霧

賄
糖
の
姿
と
な
っ
た
ハ
ニ
十
・
八
・
士
一
テ
柵
貝
）
。

　
英
渤
蜘
協
商
破
綻
後
の
ド
イ
ツ
は
英
國
を
棄
て
瓦
進
ん
で
露
と
提
携
す
る
か

そ
の
去
就
は
頗
る
疑
…
問
と
せ
ら
れ
、
’
極
め
て
鰻
駄
な
る
情
勢
に
あ
っ
た
。
こ

の
曲
除
、
我
が
伊
藤
…
随
一
涙
は
　
、
葉
擁
し
ド
イ
ツ
が
露
・
佛
側
に
傾
く
か
或
は
中

立
の
態
度
を
執
る
や
う
な
場
合
篇
H
露
の
接
近
を
計
り
、
　
一
時
、
的
に
も
職
の

紫
蘭
を
避
け
、
徐
う
に
後
圓
を
策
せ
ん
と
し
（
四
十
入
頁
、
〉
、
雛
蔚
相
憎
派
は

英
國
の
要
整
に
膳
…
じ
て
、
英
國
と
の
握
携
を
策
し
た
。
か
く
て
一
九
〇
一
年

の
暮
、
伊
蔭
撲
は
パ
リ
ー
に
遮
り
、
英
を
通
ら
ぞ
雛
接
μ
シ
ャ
に
赴
く
に
及

び
、
日
露
協
商
の
鷲
英
團
醗
に
先
ん
じ
て
宅
れ
る
こ
左
を
騰
れ
、
英
國
敵
府

の
震
撚
鵡
と
な
台
、
却
・
つ
て
蕪
英
詳
説
豊
凶
に
執
姻
車
焔
ゲ
隔
か
く
る
こ
と
・
・
な
．
つ
た
．
リ

（　6tS　’‘　）
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七



紹

介

か
く
て
鍵
に
一
九
〇
二
年
初
醸
、
同
盟
の
威
立
と
な
っ
た
所
坦
噺
内
外
の
史

料
を
縦
続
に
駆
使
し
躍
、
、
精
に
人
り
徴
を
穿
っ
て
論
遍
さ
れ
て
る
る
（

　
支
那
蟻
攣
一
巻
獲
し
て
既
に
ニ
ケ
年
、
　
本
年
晶
ハ
副
管
懸
縫
、
　
瀧
に
天
津
英
靹
親

界
は
我
が
軍
に
遮
臨
さ
る
叉
に
棄
つ
た
。
英
の
支
那
に
於
け
る
七
里
は
謎
英

同
盟
の
破
棄
以
來
、
羅
護
者
を
失
っ
て
不
安
の
情
況
を
病
識
し
つ
“
け
た
が
、

今
や
徹
底
的
打
鰹
を
蒙
る
や
も
計
り
難
き
今
疑
、
覆
土
の
明
快
・
精
緻
な
る

．
こ
の
論
文
に
接
し
、
僅
か
ヨ
十
七
年
前
締
結
さ
れ
た
云
云
団
盟
を
追
罪
す
る

時
歴
史
の
攣
漁
遡
の
〃
慧
激
な
る
に
威
一
概
な
き
を
得
な
い
G

　
　
三
、
　
、
エ
リ
ユ
ト
ラ
海
案
内
記
」
に
見
え
た
る
紀
元
一
世
紀
の
南
海
貿
易

（
耕
一
川
駅
瓢
太
離
調
、
寮
小
瀬
黒
父
渉
甕
上
に
於
け
る
十
掌
・
軍
の
瓢
痴
愚
禁
山
中
謙
晶
ご
、

鉱
化
史
上
に
於
け
る
佛
繭
酉
東
洋
政
策
の
環
境
（
長
謙
吉
ノ
、
…
露
國
の
黒
田
致

策
と
列
強
（
齋
藤
清
太
郎
）
、
米
國
の
東
洋
政
策
（
薪
見
吉
治
）
等
は
論
難
の
大

家
が
夫
々
の
分
野
に
於
け
る
研
鑛
を
公
表
さ
れ
た
好
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
紹
介
は
紙
面
の
都
舎
上
翻
愛
す
る
し
〔
吉
原
好
人
〕

（
菊
剣
上
下
二
冊
、
　
一
閥
三
八
頁
、
仁
和
十
拳
年
鷲
湾
、
策
京
富
山
薩
獲
行
○

定
償
七
圓
五
十
銭
）

瀧
一
三
看
志
州
第
二
濁

園
田
　
｝
　
醜
編

に遼閥

難鍾

秦期綿
石金た。。．
ガ麟　∵畢ム　
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